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プ

1
F

第1会場
（中ホール・

大地）

6
F

第2会場
（交流ホール）

11
F

第3会場
（会議ホール・

風）

10
F

第4会場
（1001-1）

第5会場
（1001-2）

1
F

ポスター
会場

（大ホール・海）

1
F

展示会場
（大ホール・海）

ランチョン
セミナー1

共催： 
参天製薬（株）

00 00

P233

プロジェクト推進委員
会特別セッション／

研究プロジェクト支援事業・
須田賞・北澤賞

座長：
庄司 信行
（北里大）
柏木 賢治
（山梨大）

30 00

P46

Japan-Asia Symposium
New styles of glaucoma 

surgeries and imaging in Asia
Chairs：

Masaru Inatani
（Univ of Fukui）
Hitomi Saito

（Univ of Tokyo）

15 45

P54ATENG
領

ランチョン
セミナー2

共催： 
日本アルコン（株）

00 00

P234

シンポジウム 6
緑内障の遺伝学：

病態解明と個別化医療への
展望

座長：
布施 昇男

（東北大・東北メディカル
メガバンク）
岩田 　岳

（東京医療センター）

15 45

P78領

シンポジウム 5
基礎研究が拓く、緑内障性
視神経障害の新たな病態像

座長：
松下 賢治
（大阪大）

志賀 由己浩
（Univ of Montreal）

30 00

P74領

一般口演 3
座長：

山下 高明
（鹿児島大）

視野

O03-1～O03-5

40 40

P89

一般口演 2
座長：

溝上 志朗
（愛媛大）

プリザーフロ 2

O02-1～O02-5

35 35

P87

一般口演 1
座長：

新田 耕治
（福井県済生会病院）

プリザーフロ 1

O01-1～O01-5

30 30

P85

ランチョン
セミナー3

共催： 
カールツァイス

メディテック（株）

00 00

P235

一般口演 5
座長：

三嶋 弘一
（関東中央病院）

画像 1

O05-1～O05-4

30 20

P93

一般口演 6
座長：

三木 篤也
（愛知医大）

画像 2

O06-1～O06-4

40 30

P95

一般口演 7
座長：

三嶋 弘一
（関東中央病院）

MIGS

O07-1～O07-5

40 40

P97

ランチョン
セミナー4

共催： 
DeepEyeVision

（株）

00 00

P236

シンポジウム 1
緑内障手術の現在地と

未来戦略
座長：

谷戸 正樹
（島根大）
原 　　岳

（原眼科病院）

15 45

P58領

シンポジウム 3
最新の緑内障画像診断

座長：
庄司 拓平

（小江戸内科眼科）
齋藤 　瞳
（東京大）

30 00

P66領

開
会
式

20

ポスター貼付

30 30

ポスター展示

30

機器展示

00

日程表

［10月2日（金）／第1日目］
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シンポジウム 2
眼圧下降によらない
緑内障治療の可能性

座長：
生杉 謙吾
（三重大）
廣岡 一行
（広島大）

40 10

P62領

シンポジウム 4
緑内障の進行判定基準を

再考する
座長：

石田 恭子
（東邦大・大橋）

狩野 　廉
（福島アイクリニック）

40 10

P70領

イブニング
セミナー

共催： 
（株）メニコン

20 20

P242

招待講演 1
座長：

柏木 賢治
（山梨大）

演者：
浅川 智恵子
（慶應大／

日本科学未来館）

30 30

P44領

シンポジウム 7
神経機能の回復を目指した

最新の基礎研究
座長：

本庄 　恵
（東京大）
原田 高幸

（東京都医学研）

40 10

P82領

一般口演 4
座長：

新田 耕治
（福井県済生会病院）

トラベクレク
トミー・チューブ

シャント

O04-1～O04-5

40 40

P91

一般口演 8
座長：

赤木 忠道
（新潟大）

機能と構造

O08-1～O08-4

40 30

P99

� 　  AI自動翻訳　　　　 English Session　　　  c）眼科領域講習単位が取得できるプログラムAT ENG 領

総会

10 30

ポスター展示

00

全体懇親会

40 10

機器展示

40
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1
F

第1会場
（中ホール・

大地）

6
F

第2会場
（交流ホール）

11
F

第3会場
（会議ホール・

風）

10
F

第4会場
（1001-1）

第5会場
（1001-2）

1
F

ポスター
会場

（大ホール・海）

1
F

展示会場
（大ホール・海）

ポスター展示

00

機器展示

00

ランチョン
セミナー5

共催： 
千寿製薬（株）

20 20

P237

シンポジウム 9
緑内障早期診断の新展開

座長：
中野 　匡

（東京慈恵医大）
東出 朋巳
（金沢大）

35 05

P108領

シンポジウム 8
近未来の緑内障治療薬

座長：
池田 華子

（大阪医薬大）
相原 　一
（東京大）

50 20

P104領

モーニング
セミナー1

共催： 
HOYA（株） 

メディカル事業部

45 45

P226

ランチョン
セミナー6

共催： 
大塚製薬（株）

20 20

P238

シンポジウム 10
次世代緑内障診療への挑戦：

技術開発の現在地と課題
座長：

中澤 　徹
（東北大）
三宅 正裕
（京都大）

50 20

P112領

シンポジウム 11
ビッグデータを用いた

緑内障研究事例
座長：

中澤 　徹
（東北大）
三木 篤也

（愛知医大）

35 05

P116領

ランチョン
セミナー7

共催： 
ファイバーテック

（株）

20 20

P239

シンポジウム 14
房水流出路のサイエンス

座長：
井上 俊洋
（熊本大）
稲谷 　大
（福井大）

50 20

P128領

モーニング
セミナー2

共催： 
グラウコス・
ジャパン（同）

45 45

P227

ランチョン
セミナー8

共催： 
ヴィアトリス製薬

（同）

20 20

P240

一般口演 9
座長：

國松 志保
（西葛西井上眼科）

疫学・
ビッグデータ・
ロービジョン

O09-1～O09-4

10 00

P157

一般口演 10
座長：

山下 高明
（鹿児島大）

人工知能・その他

O10-1～O10-5

05 05

P159

モーニング
セミナー3

共催： 
ルミバード

メディカルジャパン
（株）

45 45

P228

一般口演 11
座長：

原 　　岳
（原眼科病院）

症例報告

O11-1～O11-5

50 50

P161

一般口演 12
座長：

庄司 拓平
（小江戸眼科内科／

埼玉医大）

プリザーフロ 3

O12-1～O12-5

55 55

P163

一般口演 13
座長：

庄司 信行
（北里大）

プリザーフロ 4

O13-1～O13-5

00 00

P165

シンポジウム 15
分子生理機構から学ぶ網膜

および視神経の病態
座長：

北岡 康史
（聖マリ医大）

大鳥 安正
（NHO大阪医療センター）

35 05

P132領

優秀演題セッション
Chair：

Kazuhiko Mori
（Baptist Eye Inst, 

Nagaokakyo / 
Kyoto Pref Univ）

BPS-1～BPS-5  

50 05

P155ATENG

日程表

［10月3日（土）／第2日目］
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ポスター展示

50

ポスター展示

00 00

機器展示

00

アフタヌーン
セミナー

共催： 
参天製薬（株）

45 45

P241

シンポジウム 16
未来への挑戦－若手が拓く
緑内障診療・研究の新展開

座長：
池田 華子

（大阪医薬大）
赤木 忠道
（新潟大）

20 50

P136領

招待講演 2
座長：

柏木 賢治
（山梨大）

演者：
石黒　 浩

（大阪大・基礎工学）

35 35

P102領

教育セミナー 1
緑内障進行判定の現実と理想

座長：
栗本 康夫

（神戸アイセンター病院）
東出 朋巳
（金沢大）

00 30

P148領

シンポジウム 12
続発緑内障の病態理解から

実践管理
座長：

川瀬 和秀
（安間眼科）
盛 崇太朗
（神戸大）

20 50

P120領

シンポジウム 13
緑内障疫学研究の推進：
多因子疾患への包括的

アプローチと次世代研究の
展望

座長：
柏木 賢治
（山梨大）

羽入田 明子
（慶應大）

00 30

P124領

シンポジウム 17
新しい緑内障の病態解明と

治療の可能性
座長：

小川 亜希子
（東北大／熊本大）

清田 直樹
（ノースウエスタン大／東北大）

00 30

P140領

教育セミナー 2
緑内障診療における社会的

サポートの実践知識
座長：

中野 　匡
（東京慈恵医大）

國松 志保
（西葛西・井上眼科病院）

00 30

P151領

シンポジウム 18
緑内障と社会とのかかわり

座長：
井上 賢治

（井上眼科病院）
本庄 　恵
（東京大）

20 50

P144領

一般口演 14
座長：

中元 兼二
（日本医大）

眼循環・眼圧

O14-1～O14-5

20 20

P167

一般口演 15
座長：

松下 賢治
（大阪大）

基礎研究

O15-1～O15-5

25 25

P169

一般口演 16
座長：

内藤 知子
（グレース眼科クリ

ニック）

薬物

O16-1～O16-5

30 30

P171

ポスター発表

50 00
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1
F

第1会場
（中ホール・

大地）

6
F

第2会場
（交流ホール）

11
F

第3会場
（会議ホール・

風）

10
F

第4会場
（1001-1）

第5会場
（1001-2）

1
F

ポスター
会場

（大ホール・海）

1
F

展示会場
（大ホール・海）

須田記念講演
座長：

庄司 信行
（北里大）

演者：
中野　 匡

（東京慈恵医大）

00 00

P174

シンポジウム 19
緑内障研究の未来を拓く：
ダイバーシティ推進による

革新と協働のかたち
座長：

國松 志保
（西葛西・井上眼科病院）

羽入田 明子
（慶應大）

15 45

P176領

モーニング
セミナー4

共催： 
千寿製薬（株）

45 45

P229

シンポジウム 20
緑内障AI研究の今とこれから

座長：
山下 高明

（鹿児島大）
三木 篤也

（愛知医大）

15 45

P180領

モーニング
セミナー5

共催： 
HOYAビジョンケア

カンパニー

45 45

P230

シンポジウム 21
次世代視野検査の可能性を

探る
座長：

野本 裕貴
（近畿大）

大久保 真司
（おおくぼ眼科クリニック）

15 45

P183領

モーニング
セミナー6

共催： 
（株）ニデック

45 45

P231

シンポジウム 22
海外の知見から緑内障を

再考する
座長：

森 　和彦
（バプテスト眼科長岡京
クリニック／京都府医大）

盛 崇太朗
（神戸大）

15 45

P187領

モーニング
セミナー7

共催： 
興和（株）

45 45

P232

一般口演 17
座長：

三嶋 弘一
（関東中央病院）

レーザー治療

O17-1～O17-5

10 10

P191

一般口演 18
座長：

結城 賢弥
（名古屋大）

プリザーフロ 5

O18-1～O18-4

15 05

P193

表
彰
式

50

閉
会
式

45

ポスター展示

00 45

ポスター撤去

45 45

機器展示

00 00

市民公開講座
知っておきたい緑内障のすべて 

－最新の情報から日常の対策まで－
司会：

柏木 賢治
（山梨大）
高良 俊武

（静岡県眼科医会／高良眼科医院）
演者：

山本 哲也
（海谷眼科岩田和雄記念海仁緑内障センター）

岩瀬 愛子
（たじみ岩瀬眼科）

30

日程表

［10月4日（日）／第3日目］
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8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

Shizuoka C
onvention &

 A
rts C

enter G
ranship

1
F

Room 1
（Medium 
Holl・Earth）

6
F

Room 2
（Reception 

Hall）

11
F

Room 3
（Conference 
Hall・Wind）

10
F

Room 4
（1001-1）

Room 5
（1001-2）

1
F

Poster
（Main Hall・

Ocean）

1
F

Exhibition
（Main Hall・

Ocean）

Luncheon 
Seminar 1
Cosponsor: 

Santen 
Pharmaceutical 

Co., Ltd.

00 00

P233

Special Session by the JGS Project 
Promotion Committee: Updates from 
Research Initiatives, Suda Award and 

Kitazawa Award Presentations
Chairs:

Nobuyuki Shoji
（Kitasato Univ）

Kenji Kashiwagi
（Univ of Yamanashi）

30 00

P46

Japan-Asia Symposium
New styles of glaucoma 

surgeries and imaging in Asia
Chairs:

Masaru Inatani
（Univ of Fukui）
Hitomi Saito

（Univ of Tokyo）  

15 45

P54ATENG

Luncheon 
Seminar 2
Cosponsor: 

Alcon Japan Ltd

00 00

P234

Symposium 6
Genetics of Glaucoma: 

Elucidating the 
Pathogenesis and Prospects 
for Personalized Medicine

Chairs:
Nobuo Fuse

（Tohoku Med Megabank 
Organization, Tohoku Univ）

Takeshi Iwata
（NHO Tokyo Med Ctr）

15 45

P78

Symposium 5
Redefining Glaucomatous 

Optic Neuropathy: 
Integrated Insights from 
Cells to Disease Models

Chairs:
Kenji Matsushita

（Osaka Univ）
Yukihiro Shiga

（Univ of Montreal）

30 00

P74

Oral 3
Chair:

Takehiro 
Yamashita

（Kagoshima Univ）
Visual Field

O03-1～O03-5

40 40

P89

Oral 2
Chair:

Shiro Mizoue
（Ehime Univ）
Preserflo Ⅱ

O02-1～O02-5

35 35

P87

Oral 1
Chair:

Koji Nitta
（Fukui-ken Saiseikai 

Hosp）
Preserflo I

O01-1～O01-5

30 30

P85

Luncheon 
Seminar 3
Cosponsor: 
Carl Zeiss 

Meditec Co., Ltd. 

00 00

P235

Oral 5
Chair:

Koichi Mishima
（Kanto Central 

Hosp）
Imaging Ｉ

O05-1～O05-4

30 20

P93

Oral 6
Chair:

Atsuya Miki
（Aichi Med Univ）

Imaging Ⅱ

O06-1～O06-4

40 30

P95

Oral 7
Chair:

Koichi Mishima
（Kanto Central 

Hosp）
MIGS 

O07-1～O07-5

40 40

P97

Luncheon 
Seminar 4
Cosponsor: 

DeepEyeVision 
Inc.

00 00

P236

Symposium 1
Glaucoma Surgery: Current 
Status and Future Strategies

Chairs:
Masaki Tanito
（Shimane Univ）
Takeshi Hara

（Hara Eye Hosp）

15 45

P58

Symposium 3
Recent Advances in 
Glaucoma Imaging

Chairs:
Takuhei Shoji

（Koedo Eye Inst）
Hitomi Saito

（Univ of Tokyo）

30 00

P66

O
pening Cerem

ony

20

Poster Set Up

30 30

Poster Viewing

30

Exhibition

00

Schedule

［October 2 (Friday)／Day1］
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Symposium 2
The Potential of IOP-

Independent Approaches 
to Glaucoma Treatment

Chairs:
Kengo Ikesugi

（Mie Univ）
Kazuyuki Hirooka
（Hiroshima Univ）

40 10

P62

Symposium 4
Review of criteria for 

determining the progression 
of glaucoma

Chairs:
Kyoko Ishida

（Toho Univ, Ohashi）
Kiyoshi Kano

（Fukushima Eye Cl）

40 10

P70

Evening Seminar
Cosponsor: 

Menicon Co.,Ltd.

20 20

P242

Invited Lecture 1
Chair:

Kenji Kashiwagi
（Univ of Yamanashi）

Speaker:
Chieko Asakawa

（Keio Univ／
Miraikan）

30 30

P44

Symposium 7
Recent Advances in Basic 

Research Toward the 
Restoration of Neural 

Function
Chairs:

Megumi Honjo
（Univ of Tokyo）

Takayuki Harada
（Tokyo Metropolitan Inst of 

Med Science）

40 10

P82

Oral 4
Chair:

Koji Nitta
（Fukui-ken Saiseikai 

Hosp）
Trabeculectomy 
and Tube Shunt 

Surgery

O04-1～O04-5

40 40

P91

Oral 8
Chair:

Tadamichi 
Akagi

（Niigata Univ）
Structure and 

Function

O08-1～O08-4

40 30

P99
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Plenary 
Session

10 30

Poster Viewing

00

Exhibition

40

Plenary Reception

40 10
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Shizuoka C
onvention &

 A
rts C

enter G
ranship

1
F

Room 1
（Medium 
Holl・Earth）

6
F

Room 2
（Reception 

Hall）

11
F

Room 3
（Conference 
Hall・Wind）

10
F

Room 4
（1001-1）

Room 5
（1001-2）

1
F

Poster
（Main Hall・

Ocean）

1
F

Exhibition
（Main Hall・

Ocean）

Luncheon 
Seminar 5
Cosponsor: 

SENJU 
PHARMACEUTICAL 

CO., LTD.

20 20

P237

Symposium 9
New Advances in the Early 

Diagnosis of Glaucoma
Chairs:

Tadashi Nakano
（Jikei Univ）

Tomomi Higashide
（Kanazawa Univ）

35 05

P108

Symposium 8
Future Therapeutics for 

Glaucoma
Chairs:

Hanako Ikeda
（Osaka Med and Pharm Univ）

Makoto Aihara
（Univ of Tokyo）

50 20

P104

Morning 
Seminar 1
Cosponsor: 

HOYA 
CORPOPATION 
Medical Division 

45 45

P226

Luncheon 
Seminar 6
Cosponsor: 

Otsuka 
Pharmaceutical 

Co., Ltd.

20 20

P238

Symposium 10
Toward Next-Generation 
Glaucoma Care: Current 
Status and Challenges in 
Technology Development

Chairs:
Toru Nakazawa
（Tohoku Univ）

Masahiro Miyake
（Kyoto Univ）

50 20

P112

Symposium 11
Use of big data for 
glaucoma research

Chairs:
Toru Nakazawa
（Tohoku Univ）
Atsuya Miki

（Aichi Med Univ）

35 05

P116

Luncheon 
Seminar 7
Cosponsor: 
FiberTech 
Co.,Ltd.

20 20

P239

Symposium 14
The Science of the Aqueous 

Outflow Pathway
Chairs:

Toshihiro Inoue
（Kumamoto Univ）
Masaru Inatani
（Univ of Fukui）

50 20

P128

Morning 
Seminar 2
Cosponsor: 

Glaukos Japan 
GK

45 45

P227

Luncheon 
Seminar 8
Cosponsor: 

Viatris 
Pharmaceuticals 

Japan G.K.

20 20

P240

Oral 9
Chair:

Shiho Kunimatsu
（Nishikasai Inouye 

Eye Hosp）
Epidemiology, 
Big Data, and 
Low Vision

O09-1～O09-4

10 00

P157

Oral 10
Chair:

Takehiro Yamashita
（Kagoshima Univ）

Artificial 
Intelligence and 
Miscellaneous 

Topics

O10-1～O10-5

05 05

P159

Morning 
Seminar 3
Cosponsor: 

Lumibird Medical 
Japan

45 45

P228

Oral 11
Chair:

Takeshi Hara
（Hara eye Hosp）

Case Reports

O11-1～O11-5

50 50

P161

Oral 12
Chair:

Takuhei Shoji
（Koedo Eye Inst / 
Saitama Med Univ）

Preserflo Ⅲ

O12-1～O12-5

55 55

P163

Oral 13
Chair:

Nobuyuki Shoji
（Kitasato Univ）

Preserflo Ⅳ

O13-1～O13-5

00 00

P165

Symposium 15
Understanding the 

Pathophysiology of the Retina and 
Optic Nerve through Molecular 

Physiological Mechanisms
Chairs:

Yasushi Kitaoka
（St. Marianna Univ）
Yasumasa Otori

（NHO Osaka Nat Hosp）

35 05

P132

Outstanding Papers 
Session
Chair:

Kazuhiko Mori
（Baptist Eye Inst, 

Nagaokakyo / 
Kyoto Pref Univ）
BPS-1～BPS-5  

50 05

P155ATENG

Poster Viewing

00

Exhibition

00
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Afternoon 
Seminar

Cosponsor: 
Santen 

Pharmaceutical 
Co., Ltd.

45 45

P241

Symposium 16
Future Challenges: New 

Perspectives in Glaucoma 
Care and Research from 

the Next Generation
Chairs:

Hanako Ikeda
（Osaka Med and Pharm Univ）

Tadamichi Akagi
（Niigata Univ）

20 50

P136

Invited Lecture 2
Chair:

Kenji Kashiwagi
（Univ of Yamanashi）

Speaker:
Hiroshi Ishiguro

（Osaka Univ）

35 35

P102

Educational Seminar 1
Evaluating glaucoma 

progression: 
Reality vs. Ideal

Chairs:
Yasuo Kurimoto

（Kobe City Eye Hosp）
Tomomi Higashide

（Kanazawa Univ）

00 30

P148

Symposium 12
Secondary Glaucoma: 

Translating Pathophysiology 
into Clinical Management

Chairs:
Kazuhide Kawase
（Yasuma Eye Cl）

Sotaro Mori
（Kobe Univ）

20 50

P120

Symposium 13
Advancing Glaucoma 
Epidemiology: From 
Comprehensive Risk 
Assessment to Next-

Generation Precision Research
Chairs:

Kenji Kashiwagi
（Univ of yamanashi）

Akiko Hanyuda
（Keio Univ）

00 30

P124

Symposium 17
Emerging Concepts in 

Glaucoma Pathophysiology 
and Therapeutic Innovation

Chairs:
Akiko Ogawa

（Tohoku Univ / Kumamoto 
Univ）

Naoki Kiyota
（Northwestern Univ / Tohoku Univ）

00 30

P140

Educational Seminar 2
Practical Approaches to 

Social Support in Glaucoma 
Care

Chairs:
Tadashi Nakano

（Jikei Univ）
Shiho Kunimatsu

（Nishikasai Inouye Eye Hosp）

00 30

P151

Symposium 18
Glaucoma and Society

Chairs:
Kenji Inoue

（INOUYE EYE Hosp）
Megumi Honjo
（Univ of Tokyo）

20 50

P144

Oral 14
Chair:

Kenji Nakamoto
（Nippon Med School）

Ocular Blood 
Flow and 

Intraocular 
Pressure

O14-1～O14-5

20 20

P167

Oral 15
Chair:

Kenji Matsushita
（Osaka Univ）

Basic Research

O15-1～O15-5

25 25

P169

Oral 16
Chair:

Tomoko Naito
（Grace Eye Cl）

Medical Therapy

O16-1～O16-5

30 30

P171

Poster Discussion

50 00

　  AI自動翻訳　　　　 English SessionAT ENG

Poster Viewing

50

Poster Viewing

00 00

Exhibition

00
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8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

Shizuoka C
onvention &

 A
rts C

enter G
ranship

1
F

Room 1
（Medium 
Holl・Earth）

6
F

Room 2
（Reception 

Hall）

11
F

Room 3
（Conference 
Hall・Wind）

10
F

Room 4
（1001-1）

Room 5
（1001-2）

1
F

Poster
（Main Hall・

Ocean）

1
F

Exhibition
（Main Hall・

Ocean）

Open-public 
Lecture

30

Suda Memorial Lecture
Chairs:

Nobuyuki Shoji
（Kitasato Univ）

Speaker:
Tadashi Nakano

（Jikei Univ）

00 00

P174

Symposium 19
Shaping the Future of 
Glaucoma Research: 

Innovation and 
Collaboration Through 

Diversity
Chairs:

Shiho Kunimatsu
（Nishikasai Inouye Eye Hosp）

Akiko Hanyuda
（Keio Univ）

15 45

P176

Morning 
Seminar 4
Cosponsor: 

SENJU 
PHARMACEUTICAL 

CO., LTD.

45 45

P229

Symposium 20
Current status and future 
perspectives of artificial 
intelligence research in 

glaucoma
Chairs:

Takehiro Yamashita
（Kagoshima Univ）

Atsuya Miki
（Aichi Med Univ）

15 45

P180

Morning 
Seminar 5
Cosponsor: 

HOYA Vision Care 
Company

45 45

P230

Symposium 21
Exploring the Potential 
of Innovative Diagnostic 
Modalities in Visual Field 

Testing
Chairs:

Hiroki Nomoto
（Kinki Univ）

Shinji Ohkubo
（Ohkubo Eye Cl）

15 45

P183

Morning 
Seminar 6
Cosponsor: 

NIDEK CO., LTD.

45 45

P231

Symposium 22
Rethinking Glaucoma 
Through International 

Perspectives
Chairs:

Kazuhiko Mori
（Baptist Eye Inst, Nagaokakyo / 

Kyoto Pref Univ）
Sotaro Mori
（Kobe Univ）

15 45

P187

Morning 
Seminar 7
Cosponsor: 

Kowa Company. 
Ltd.

45 45

P232

Oral 17
Chair:

Koichi Mishima
（Kanto Central 

Hosp）
Laser Therapy

O17-1～O17-5

10 10

P191

Oral 18
Chair:

Kenya Yuki
（Nagoya Univ）

Preserflo Ⅴ

O18-1～O18-4

15 05

P193

Aw
ard Cerem

ony

50

Closing Cerem
ony

45

Poster Viewing

00 45

Poster Removal

45 45

Exhibition

00 00

Glaucoma Essentials 
-Latest Advances and 

Everyday Care-
Chairs:

Kenji Kashiwagi
(Univ of Yamanashi)
Toshitake Kora

(Kora Eye Cl)
Speakers:

Tetsuya Yamamoto
(Kaiya Eye Cl)
Aiko Iwase

(Tajimi Iwase Eye Cl)
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